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全
国
の
同
窓
生
の
皆
様
お
元
気
で

し
ょ
う
か
？

　

昨
年
は
西
高
開
校
七
十
周
年
記
念

に
際
し
、
全
国
の
同
窓
生
よ
り
多
額

の
寄
付
を
戴
き
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
十
年
十
一
月
五
日
に

は
記
念
講
演
会
・
講
師　

木
下
博
勝

氏
（
高
三
十
八
回
生
）。
十
一
月
十
五

日
～
三
十
日
ま
で
記
念
美
術
展
。

十
一
月
十
五
日
は
記
念
式
典
、
祝
賀

会
。
十
一
月
二
十
五
日
は
記
念
植
樹

な
ど
一
連
の
行
事
を
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
全
国
で

活
躍
す
る
同
窓
生
の
愛
校
精
神
の
賜

物
と
大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
記

念
植
樹
は
音
江
山
ス
キ
ー
場
跡
地
に

桜
の
苗
木
を
七
十
本
植
え
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
調
べ
る
と
ね
ず
み
と

鹿
に
よ
る

被
害
で
瀕

死
の
重
傷

に
な
っ
て

お
り
ま
す

が
何
と

か
克
服

し
「
桜
花

爛
漫
」
と

な
っ
て
欲

し
い
と

願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

毎
年
九
月
の
第
二
土
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
「
西
高
同
窓
の
夕
べ
」
も

十
三
回
目
と
な
り
末
尾
同
数
の
何
代

も
の
同
窓
生
が
幹
事
と
な
り
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。
毎
回
、
旧
中
卒
を

含
む
二
百
名
以
上
の
同
窓
生
が
和
気

藹
々
と
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
す
会

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
是
非
一
度
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
「
同
窓
会
便
り
」
が
深

川
近
郊
の
少
数
の
同
窓
生
に
し
か
行

き
渡
ら
な
い
と
い
う
無
念
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
母
校
の
様
子
、
在
校
生
の

活
躍
、
同
窓
生
の
消
息
、
ｅ
ｔ
ｃ
を
全

国
に
散
ら
ば
る
同
窓
生
に
知
ら
せ
た

い
と
今
回
（
株
）
サ
ラ
ト
に
依
頼
し

全
国
の
同
窓
生
に
発
送
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
郵
送
料
だ
け
で
も

大
き
な
出
費
に
な
り
ま
す
が
一
度
だ

け
で
も
母
校
の
こ
と
同
窓
会
の
こ
と

等
を
お
知
ら
せ
し
た
く
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
的
に
も
大
変

な
時
期
に
お
願
い
ば
か
り
で
大
変
恐

縮
で
す
が
意
図
す
る
所
を
お
汲
み
取

り
下
さ
り
ご
協
力
の
ほ
ど
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
会
報
を
通
し
全
国
の

同
窓
生
の
絆
が
よ
り
一
層
強
ま
る
こ

と
を
願
っ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
祈
）

　

深
川
西
高
校
を
取
り
巻
く
教
育
環
境

や
動
向
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

  

こ
こ
数
年
の
近
隣
の
高
校
を
み
ま
し

て
も
、
東
商
業
高
校
と
農
業
高
校
の
統

合
に
よ
る
深
川
東
高
校
の
誕
生
。
沼
田

高
校
は
来
年
の
三
月
で
、
妹
背
牛
商
業

高
校
は
今
年
の
三
月
で
閉
校
と
な
り
ま

し
た
。
過
疎
化
、
少
子
化
の
進
む
な
か

で
高
校
進
学
率
は
九
八
％
に
な
り
、
高

文
連
・
高
体
連
・
高
野
連
は
、
空
知
管

内
の
南
北
が
統
合
さ
れ
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
校
の
状
況
を
み
ま
す
と
、

自
由
な
気
風
は
、
昔
で
あ
れ
ば
西
高
生

だ
か
ら
で
済
ん
だ
も
の
が
、
だ
ら
し
な

い
と
冷
笑
を
買
い
、
苦
情
を
頂
く
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

  

そ
ん
な
中
、「
二
〇
〇
九
年　

深
川
西

高
は　

新
し
い
制
服
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
か
ら
な
る
ポ

ス
タ
ー
が
示
す
よ
う
に
、
平
成
二
十
一

年
四
月
八
日
の
入
学
式
は
、
新
調
の
制

服
が
そ
ろ
っ
た
生
徒
の
集
団
に
な
り
ま

し
た
。
数
年
か
け
て
制
服
を
制
定
し
た

と
聞
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
結
果
に
至
っ

た
理
由
は
当
然
推
測
さ
れ
ま
す
。

  
さ
て
、
昨
年
七
〇
年
の
歴
史
を
刻
ん

だ
深
川
西
高
卒
業
の
先
輩
の
こ
と
ば
を

『
湧
雲
』（
七
〇
周
年
記
念
誌
）
か
ら
拾

い
ま
す
と
、「
わ
が
深
川
西
高
等
学
校

は
、
北
空
知
の
中
心
高
校
と
し
て
、
創

学
の
理
念･･･

立
派
な
高
校
と
し
て
の

栄
誉
を
維
持
し
て
い
く･･･

」「
よ
り
責

任
あ
る
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
心

よ
り･･･

」
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
に
深

川
西
高
校
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
、

文
字
通
り
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
建
学
の
精
神
、
そ
れ
は
「
西

は
進
学
」
の
た
め
の
学
校
で
あ
り
、
ま

た
、
同
時
に
「
先
進
的
で
質
の
高
い
教

育
」
の
発
信
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
宿
命
を
背
負
っ
た
学
校
で
も
あ
る
か

ら
で
す
。

  

と
す
る
な
ら
ば
、
学
校
は
、
絶
え
ず

指
導
の
合
理
性
を
求
め
ら
れ
、
期
待
と

成
果
の
は
ざ
ま
で
時
に
苦
悶
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
校
の
教
育
が
、
こ
の

苦
悶
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
に

し
て
も
、
生
徒
の
た
め
に
限
り
い
っ
ぱ

い
の
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
と
、
生
徒
の
能

力
を
最
大
限
引
き
出
す
的
確
な
指
導
実

践
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で

す
。

　

生
徒
の
向
学
心
や
向
上
心
を
揺
さ
ぶ

り
、
日
々
の
学
び
を
着
実
に
積
み
重
ね
、

生
き
る
力
と
確
か
な
学
力
を
育
む
学
校

に
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
教
職
員
の
使

命
と
考
え
ま
す
。

  

同
窓
生
の
母
校
へ
の
想
い
を
背
に
、

教
育
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の

　
　

母
校
へ
の
想
い
を
背
に

第
二
十
六
代
校
長　

須
藤　
　

均

ご

挨

拶

同
窓
会
長　

大
西　

道
祥
（
高
17
回
）
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第
六
十
六
回
の
総
会
が
、
五
月
二
十
九
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
板
倉
に
て
開
催
さ
れ
た
。
須
藤
校
長
、
佐
藤
教
頭
ご
臨

席
の
中
、
同
窓
生
他
五
十
名
余
が
出
席
。
会
長
挨
拶
の
後
、

校
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
昨
年
の
生
徒
進
路
状
況
、

部
活
動
等
々
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
長

が
議
長
と
な
り
議
事
進
行
し
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　

一
、
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
及
会
計
報
告

　

二
、
監
査
報
告

　

三
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
及
予
算
案

　
　
　

①　

同
窓
の
集
い
実
行
委
員
会
構
成
の
件

　
　
　

②　

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

植
樹
「
桜
花
爛
漫
」
継
続
事
業
の
募
集
依
頼
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

修
練
道
場
跡
地
・
同
窓
会
林
訪
問

　
　
　

③　

Ｈ
Ｐ
の
運
営
に
つ
い
て

　
　
　

④　

卒
業
記
念
Ｃ
Ｄ
在
庫
確
認
と
追
加
分
新
規
作
成
に
つ
い
て

　
　
　

⑤　

同
窓
会
会
報
の
発
刊
に
つ
い
て

　
　
　

⑥　

二
十
年
記
念
誌
の
復
刻
版
に
つ
い
て

　
　
　

⑦　

そ
の
他

　

四
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

五
、
そ
の
他

　

事
業
別
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
の
審
議
に
は
い
る
。

　

今
年
度
も
同
窓
の
夕
べ
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
実
行
委

員
は
末
尾
「
二
期
」
で
構
成
い
た
し
ま
す
。

　

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
に
つ
い
て
は
提
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

同
窓
会
林
及
び
修
練
道
場
へ
の
訪
問
事
業
は
参
加
者
が

い
な
い
た
め
今
年
度
も
中
止
し
、
ス
キ
ー
場
か
ら
の
返
還

地
へ
の
植
樹
、
植
林
を
中
心
に
行
う
よ
う
に
事
業
内
容
を

方
向
転
換
を
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
維
持
管
理
は

継
続
し
て
行
う
。

　

Ｈ
Ｐ
の
開
設
は
二
十
年
八
月
に
運
用
開
始
。
順
次
内
容

を
充
実
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
又
、
深
川
市
「
深
ナ
ビ
」

の
モ
ー
ル
情
報
も
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

卒
業
記
念
Ｃ
Ｄ
は
新
規
作
成
す
る
事
で
承
認
さ
れ
る
。

装
い
も
新
た
に
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
報
に
つ
い
て
は
サ
ラ
ト
に
初
回
の
み
委
託
。
住

所
判
明
者
全
員
に
送
付
す
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
す
る
事
と
す
る
。　

　

二
十
年
記
念
誌
の
復
刻
版
に
つ
い
て
は
今
回
百
部
限
定

で
作
成
し
会
報
で
頒
布
を
周
知
す
る
事
で
承
認
を
得
る
。

貴
重
な
資
料
で
す
か
ら
是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

三
十
年
記
念
誌
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
現
存
す
る
部
数
も

あ
り
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
貴
重
な
提
言
、
意
見
を
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま

し
た
。

  

現
役
員

学校長より挨拶

（
Ｈ
21
～
22
）

役

職

氏　
　

名

期

会

長

大
西　

道
祥

17

副

会

長

引
地
紀
代
子

11

〃

今
村　

釐
弘

17

新

〃

成
田　

昭
彦

18

〃

寺
岡　

義
人

22

〃

成
田　

雅
敏

28

新

幹

事

長

溝
口　

信
義

18

副
幹
事
長

山
森
世
津
子

11

〃

大
西　

祥
太

28

〃

三
上　

貴
康

32

新

（
校
内
幹
事
）

吉
田
登
美
雄

19

会
計
幹
事

畑　
　

博
善

23

〃

坪
田　

邦
光

23

新

監

事

林　
　

正
衛

2

〃

板
倉　

克
宏

12

相

談

役

平　
　

通
明

旧
１

〃

利
波　

清
一

旧
３

〃

津
田　

恭
衛

旧
５

〃

渡
辺　

一
義

11

新

校
内
Ｏ
Ｂ

吉
田
登
美
雄

19

〃

田
中　

直
美

27

〃

広
瀬　

直
美

31

顧

問

学

校

長

須
藤　
　

均

教

頭

佐
藤　

敏
行

事

務

長

佐
藤　

宣
徳

平成20年度　決算報告
収入の部

項　目 金　額 備　考

前期繰越金 242,494

入 会 金 238,500 159×1,500円

振 替 金 100,000 特別会計より

雑 収 入 1,289,830 サラト還付他

合 　 計 1,870,824

支出の部
項　目 金　額 備　考

総 会 費 94,340

役 員 会 費 23,460

会 議 費 25,725

交 際 費 90,000 餞別・激励

事 業 費 152,900 吹奏楽他

通 信 費 18,945

印 刷 費 14,165

雑 費 2,625

次期繰越金 1,448,664

合 　 計 1,870,824

同
窓
会
総
会
開
催
！
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▼
現
状
把
握
も
含
め
今
後
は
計
画
的
に

母
校
の
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る
た
め

十
九
年
十
一
月「
緑
の
学
舎
運
営
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
面
の
事
業
と
し

て
二
十
年
三
月
、
前
庭
の
危
険
木
の
除
去

作
業
を
春
に
行
い
ま
し
た
。主
に
空
洞
木
、

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
枝
の
取
り
払
い
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
将
来
に
向
け
て
補
植
樹

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

▼
前
庭
に
あ
っ
た
桜
の
老
木
を
撤
去
し

ま
し
た
。

　

う
れ
し
い
事
に
こ
の
桜
は
自
ら
の
洞
に

こ
ぼ
れ
種
を
残
し
て
枯
れ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ん
と
芽
吹
い
た
幼
苗
が
切
り
株
を
ゆ
り

か
ご
に
し
て
次
世
代
の
新
し
い
桜
と
な
っ

て
育
っ
て
い
ま
す
。
少
し
長
め
で
し
た
が

切
り
株
を
残
し
ま
し
た
。
残
し
た
切
り
株

に
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
ま
す
か
ら

是
非
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。（
写
真
）

　

▼
七
十
年
記
念
事
業
の
同
窓
会
事
業
と

し
て
、
今
期
返
還
さ
れ
る
ス
キ
ー
場
跡

地
を
利
用
し
て
桜
の
苗
を
七
十
本
植
樹
す

る
事
と
し
ま
し
た
。
植
樹
は
二
十
年
十
月

十
九
日
で
す
。

　
「
桜
花
爛
漫
」
と
称
し
て
記
念
石
碑
も

設
置
い
た
し
ま
す
。
石
碑
の
費
用
捻
出
の

た
め
同
窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
浄
財

の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
桜
の
森
を
本
当
の
森
に
育
て
て

い
く
た
め
に
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
構
成

　
　

委
員
長　

岡
部　

誠
二
（
７
）

　
　

副
委
員
長　

平
田　

廣
美
（
６
）

　
　

委　
　

員　

坪
田　

邦
光
（
23
）

　
　

委　
　

員　

竹
林　
　

均
（
27
）

　
　

委　
　

員　

三
上　

貴
康
（
32
）

　
　

事
務
局　

溝
口　

信
義
（
18
）

＜事業報告＞
20.  5.  4 記念植樹の候補地の現地視察（岡部・溝口）
20.  5.12 記念植樹の苗木を栗山に取りに行く（岡部・溝口）
20.  5.13 桜苗木委員長宅用地に仮植え（岡部）
20.  6.23 第１回運営委員会（会長・岡部・平田・溝口）
 現地確認・除草剤散布
20.  9.11 運営委員会・冨士屋にて
 （大西・岡部・平田・坪田・竹林・三上・溝口）
20.  9.14 現地で打合せ確認作業　（岡部・溝口）
20.10.  1 植樹会場下準備作業、下草刈り、除草剤塗布、位置確認
 （岡部・平田・坪田・三上・溝口・事業団）
20.10.  5 植樹会場下準備作業、穴の位置確認、穴掘り　
 （岡部・平田・坪田・三上・溝口・事業団）
20.10.12 植樹会場下準備及び一部植樹他環境整備
 （岡部・平田・坪田・三上・溝口・事業団）
20.10.13 植樹会場下準備及び事前植樹等（岡部・平田・溝口・事業団）
20.10.19 快晴の中、70年記念植樹を挙行
 協力支援会員は107同期及び個人でした。
 植樹参加者は43名。
 懇親会参加者31名（まあぶにて）
20.10.22 コモ巻き、殺鼠剤散布（岡部・溝口・事業団）
20.11.11 運営委員会反省会・冨士屋にて（会長・岡部・平田・坪田・三上・溝口）
20.11.27 スキー場跡地に関する市役所との説明会・市場にて（溝口）
21.  3.24 森林組合と現地確認を行いマーキング（岡部・溝口・組合3名）
21.  4.  8 現地越冬状況確認（溝口）
21.  5.10 コモはずし及び固定作業、鼠被害は二本のみで済みました。
 （岡部・平田・坪田・溝口）

【
特
別
委
員
会
の
発
足
】

・・・ 
緑
の
学
舎
運
営
委
員
会

緑
の
学
舎
運
営
委
員
会 

・・・

前
庭
の
危
険
木
調
査
（
２
０
０
７
．11
）

深川西高等学校「緑の学舎運営委員会」

枯死した桜の処理（2008. ３）

＜事業計画＞
◎ 母校の植栽木の生育、安全等の確認
◎ 現地整備　駐車場の確保・植裁周辺の環境整備
◎ 植樹地の延長の為、植樹参加者募集
◎ 植樹後の管理作業
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開
校
70
周
年
記
念
事
業

　

昨
年
の
秋
、
同
窓
会
の
最
重
要
事
業
と

し
て
深
川
西
高
等
学
校
開
校
70
年
記
念
協

賛
事
業
に
あ
わ
せ
て
桜
の
植
樹
事
業
「
桜

花
爛
漫
」を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
コ
ク
ド
の
深
川
ス
キ
ー
場

の
閉
鎖
に
よ
り
コ
ー
ス
上
に
あ
っ
た
同
窓

会
林
（
昔
の
学
校
林
）
が
返
還
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
秋
に

立
ち
上
げ
た「
緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
」

の
中
で
様
々
な
検
討
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
最
終
的
に
春
の
訪
れ
と
共
に
街
か
ら

音
江
山
の
中
腹
を
眺
め
た
と
き
コ
ー
ス
上

に
ピ
ン
ク
の
桜
が
帯
状
に
花
咲
く
森
を
育

て
て
同
窓
会
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
未
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
開
校
70
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て

桜
の
森
構
想
を

下
記
の
よ
う
に

企
画
い
た
し
ま

し
た
。
70
年
で

す
か
ら
最
低
70

本
は
植
え
よ
う

と
い
う
こ
と
で

計
画
は
進
め
ら

れ
、
ま
た
、

駐
車
場
、

遊
歩
道
な

ど
も
順
次

同
窓
生
の

協
力
を
得

な
が
ら
整

備
し
長
く

後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
事
業
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
作
業

は
大
変
で
し
た
が
多
く
の
同
窓
生
の
協
力

を
得
て
今
後
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

記
念
の
簿
銘
碑
作
成
に
当
っ
て
協
力
者

は
107
名
、
当
日
植
樹
祭
参
加
者
43
名
で

も
っ
て
こ
の
事
業
は
晴
天
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
深
川
か
ら

一
已
を
眼
下
に
眺
望
の
す
こ
ぶ
る
良
好
な

植
栽
地
に
感
激
ひ
と
し
お
で
し
た
。

◎
10
月
19
日
（
日
）　

9
時
か
ら
の
予
定

◎
樹
種 

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

◎
植
樹
本
数　

70
本
（
最
低
本
数
）

　
（
10
坪
に
一
本
）

◎
植
樹
面
積　

750
坪
（
３
反
５
畝
） 

　

駐
車
場
は
別
途
確
保

◎
維
持
管
理　

希
望
者
に
よ
る
協
働
と
業

　

務
委
託
（
高
齢
者
事
業
団
等
）

　

殺
鼠
ダ
ン
ゴ
散
布
（
越
冬
時
の
食
害
防

　

止
の
た
め
根
元
に
3
袋
程
度
）

　

下
草
刈
り
及
び
除
草
剤
散
布

◎
参
加
資
格
者　

同
窓
会
会
員

◎
参
加
料 　

３
，０
０
０
円 

◎
作
業

・
整
地
（
地
こ
し
ら
え
）

　

場
合
に
よ
っ
て
は
除
草
剤

・
潅
水　

秋
口
な
の
で
自
然
潅
水
で
い
け

　

る
と
思
う
が
各
自
持
参

・
添
え
木
（
副
木
）
立
て

　

一
本
支
柱
に
し
て
固
定
（
後
日
実
施
）

・
枝
ま
と
め　

ネ
ッ
ト
巻
き

　

支
柱
に
固
定
（
後
日
実
施
）

・
殺
鼠
剤
散
布　

防
兎
対
策　

防
鹿
対
策

　
（
後
日
実
施
）

　

植
樹
終
了
後
「
ま
あ
ぶ
」
で
風
呂
に
入

浴
し
和
気
藹
々
の
中
で
打
ち
上
げ
を
終

了
。
地
続
き
の
返
還
地
に
今
後
も
桜
を
植

樹
す
る
こ
と
を
全
員
で
確
認
す
る
。

 【
21
年
度
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
】

　

春
の
現
地
報
告
で
鹿
の
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
の
対
策
を
練
る
こ
と
。又
、

補
植
を
行
い
残
存
す
る
桜
の
周
り
の
下
草

を
刈
る
こ
と
。
現
地
の
上
の
部
分
の
用
地

と
下
の
部
分
の
用
地
に
も
桜
の
植
樹
事
業

を
最
低
で
も
3
ヵ
年
か
け
て
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
こ

と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
更
に

周
辺
の
環
境
整

備
を
す
る
こ
と

に
も
了
解
を
戴
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

桜
の
花
咲
く
山
を

み
ん
な
で
育
て
ま

し
ょ
う
。
委
員
会
で
は
遊
歩
道
な
ど
も
設

置
出
来
れ
ば
等
々
夢
見
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
時
期
を
見
て
植
樹
事
業
を
行

い
ま
す
の
で
同
窓
生
の
皆
様
に
は
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
節
は

同
期
の
幹
事
の
方
に
と
り
ま
と
め
の
お
願

い
を
す
る
ほ
か
、
外
に
向
か
っ
て
はH

P

や
深
ナ
ビ
等
で
周
知
い
た
し
ま
す
が
同
窓

生
全
員
に
案
内
の
発
送
は
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
前
も
っ
て
参
加
希

望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
幹
事
長
ま
で

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

開
校
七
十
年
記
念
協
賛
会
の
設
立

　

七
十
周
年
記
念
事
業
が
近
づ
い
て
き
た
十
九
年
二
月
初
め
に
準

備
委
員
会
を
設
立
。
同
年
九
月
十
日
に
は
正
式
な
協
賛
会
を
立
ち

上
げ
事
業
内
容
を
決
め
ま
し
た
。
協
賛
会
長
に
は
津
田
恭
衞
氏
を

選
出
。
順
次
役
員
を
決
定
す
る
。

　

記
念
事
業
の
内
容
は
記
念
式
典
の
挙
行
。
顕
彰
を
主
と
し
て
在

校
生
吹
奏
楽
に
よ
る
記
念
演
奏
会
。
記
念
誌
の
発
行
。
記
念
講
演

会
。
学
校
教
育
振
興
事
業
と
し
て
吹
奏
楽
局
の
楽
器
購
入
、
野
球

部
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
導
入
。
記
念
美
術
展
の
開
催
を
決

め
る
。
そ
の
他
に
祝
賀
会
の
開
催
を
決
定
す
る
。

　

そ
の
後
、
趣
意
書
の
発
送
、
協
賛
金
の
募
金
活
動
を
始
め
た
。

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
等
七
十
年
の
節
目
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
に
す
る
べ
く
各
部
門
に
お
い
て
は
数
回
会
議
を
開
催
し
た
。

　

先
立
つ
平
成
十
八
年
、
趣

意
書
発
送
前
に
と
同
窓
会
事

業
の
一
つ
で
も
あ
る
会
則
第

六
条
の
一
に
基
づ
く
と
こ
ろ

の
名
簿
作
成
事
業
を
行
い
住

所
の
確
認
作
業
を
お
こ
な
っ

た
。
今
回
は
装
い
も
新
た
に

名
簿
を
発
刊
で
き
る
事
と

な
っ
た
。
そ
の
節
に
は
同
窓

生
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

開
校
七
十
周
年
記
念
式

　

体
育
館
の
中
は
来
賓
の

方
々
の
他
、
行
政
関
係
者
、

教
育
関
係
者
、
他
関
係
団
体
、

表
彰
者
の
方
々
、
同
窓
生
、

協
賛
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
旧
職
員

の
方
な
ど
大
勢
の
出
席
を
得

て
在
校
生
も
着
席
の
中
、
厳

粛
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
式
典

は
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
物
故

者
に
黙
祷
の
後
、
各
方
面
か

ら
の
ご
祝
辞
を
戴
く
。
山
下
市
長
が
同
窓
生
と
あ
っ
て
在
校
時
の

思
い
出
を
交
え
て
祝
辞
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
各
種
顕
彰
が
終
了

し
て
記
念
式
は
い
よ
い
よ
記
念
演
奏
会
へ
と
入
っ
て
い
く
。
演
奏

も
七
十
周
年
を
祝
う
に
は
素
晴
ら
し
く
良
か
っ
た
が
最
後
の
全
校

生
徒
に
よ
る
記
念
賛
歌
と
し
て
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
合
唱
、
こ
れ
が

又
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
あ
っ
た
。
高
ら
か
な
歌
声
の
中

で
記
念
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

開
校
70
周
年
記
念
事
業 

開
催
報
告

深川の街中を眼下に

全員で記念撮影

植樹風景

一已の13丁目を正面にして

協賛会設立総会記念式典会場
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開
校
70
周
年
記
念
事
業

　

昨
年
の
秋
、
同
窓
会
の
最
重
要
事
業
と

し
て
深
川
西
高
等
学
校
開
校
70
年
記
念
協

賛
事
業
に
あ
わ
せ
て
桜
の
植
樹
事
業
「
桜

花
爛
漫
」を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
コ
ク
ド
の
深
川
ス
キ
ー
場

の
閉
鎖
に
よ
り
コ
ー
ス
上
に
あ
っ
た
同
窓

会
林
（
昔
の
学
校
林
）
が
返
還
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
秋
に

立
ち
上
げ
た「
緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
」

の
中
で
様
々
な
検
討
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
最
終
的
に
春
の
訪
れ
と
共
に
街
か
ら

音
江
山
の
中
腹
を
眺
め
た
と
き
コ
ー
ス
上

に
ピ
ン
ク
の
桜
が
帯
状
に
花
咲
く
森
を
育

て
て
同
窓
会
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
未
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
開
校
70
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
て

桜
の
森
構
想
を

下
記
の
よ
う
に

企
画
い
た
し
ま

し
た
。
70
年
で

す
か
ら
最
低
70

本
は
植
え
よ
う

と
い
う
こ
と
で

計
画
は
進
め
ら

れ
、
ま
た
、

駐
車
場
、

遊
歩
道
な

ど
も
順
次

同
窓
生
の

協
力
を
得

な
が
ら
整

備
し
長
く

後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
事
業
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
作
業

は
大
変
で
し
た
が
多
く
の
同
窓
生
の
協
力

を
得
て
今
後
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

記
念
の
簿
銘
碑
作
成
に
当
っ
て
協
力
者

は
107
名
、
当
日
植
樹
祭
参
加
者
43
名
で

も
っ
て
こ
の
事
業
は
晴
天
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
深
川
か
ら

一
已
を
眼
下
に
眺
望
の
す
こ
ぶ
る
良
好
な

植
栽
地
に
感
激
ひ
と
し
お
で
し
た
。

◎
10
月
19
日
（
日
）　

9
時
か
ら
の
予
定

◎
樹
種 

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

◎
植
樹
本
数　

70
本
（
最
低
本
数
）

　
（
10
坪
に
一
本
）

◎
植
樹
面
積　

750
坪
（
３
反
５
畝
） 

　

駐
車
場
は
別
途
確
保

◎
維
持
管
理　

希
望
者
に
よ
る
協
働
と
業

　

務
委
託
（
高
齢
者
事
業
団
等
）

　

殺
鼠
ダ
ン
ゴ
散
布
（
越
冬
時
の
食
害
防

　

止
の
た
め
根
元
に
3
袋
程
度
）

　

下
草
刈
り
及
び
除
草
剤
散
布

◎
参
加
資
格
者　

同
窓
会
会
員

◎
参
加
料 　

３
，０
０
０
円 

◎
作
業

・
整
地
（
地
こ
し
ら
え
）

　

場
合
に
よ
っ
て
は
除
草
剤

・
潅
水　

秋
口
な
の
で
自
然
潅
水
で
い
け

　

る
と
思
う
が
各
自
持
参

・
添
え
木
（
副
木
）
立
て

　

一
本
支
柱
に
し
て
固
定
（
後
日
実
施
）

・
枝
ま
と
め　

ネ
ッ
ト
巻
き

　

支
柱
に
固
定
（
後
日
実
施
）

・
殺
鼠
剤
散
布　

防
兎
対
策　

防
鹿
対
策

　
（
後
日
実
施
）

　

植
樹
終
了
後
「
ま
あ
ぶ
」
で
風
呂
に
入

浴
し
和
気
藹
々
の
中
で
打
ち
上
げ
を
終

了
。
地
続
き
の
返
還
地
に
今
後
も
桜
を
植

樹
す
る
こ
と
を
全
員
で
確
認
す
る
。

 【
21
年
度
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
】

　

春
の
現
地
報
告
で
鹿
の
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
の
対
策
を
練
る
こ
と
。又
、

補
植
を
行
い
残
存
す
る
桜
の
周
り
の
下
草

を
刈
る
こ
と
。
現
地
の
上
の
部
分
の
用
地

と
下
の
部
分
の
用
地
に
も
桜
の
植
樹
事
業

を
最
低
で
も
3
ヵ
年
か
け
て
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
こ

と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
更
に

周
辺
の
環
境
整

備
を
す
る
こ
と

に
も
了
解
を
戴
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

桜
の
花
咲
く
山
を

み
ん
な
で
育
て
ま

し
ょ
う
。
委
員
会
で
は
遊
歩
道
な
ど
も
設

置
出
来
れ
ば
等
々
夢
見
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
時
期
を
見
て
植
樹
事
業
を
行

い
ま
す
の
で
同
窓
生
の
皆
様
に
は
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
節
は

同
期
の
幹
事
の
方
に
と
り
ま
と
め
の
お
願

い
を
す
る
ほ
か
、
外
に
向
か
っ
て
はH

P

や
深
ナ
ビ
等
で
周
知
い
た
し
ま
す
が
同
窓

生
全
員
に
案
内
の
発
送
は
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
前
も
っ
て
参
加
希

望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
幹
事
長
ま
で

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

記
念
祝
賀
会

　

記
念
式
を
契
機
に
集

ま
っ
た
旧
知
の
友
が

テ
ー
ブ
ル
を
渡
り
歩
い

て
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
旧
中
の
方
々

は
開
校
当
時
の
思
い
出
を
語
り
な

が
ら
最
後
に
校
歌
を
壇
上
で
高
ら

か
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

旧
中
２
回
生
が
お
元
気
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
は
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
校
歌
の
大
合
唱
の

後
、
八
十
周
年
で
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

70周年記念事業協賛会決算書
収入の部

項　目 金　額 備　考
協賛金 協 賛 金 6,159,860

積 立 金 5,080,686
祝 賀 会 費 337,000
繰 越 金 572,056 60周年繰越金
雑 収 入 5,072

合　計 12,154,674
支出の部

項　目 金　額 備　考
総務費 需 用 費 59,330

役 務 費 1,363,955
雑 費 5,040
式 典 費 166,229
祝 賀 会 費 606,735
記念事業費 8,053,420
繰 越 金 1,899,965

合　計 12,154,674

　七十周年記念を迎えるに際して
記念講演を開催することを協賛会
で決定していたが講師には同窓生
OBを軸に検討することとした。講
師として経験豊富な稀有な人材と
しての同窓OBが大勢おられるが在
校生にも知名度があって最適とお
願いしたのが木下博勝氏でした。
十 一 月 五 日 の お 忙 し い 中、 気 持
ちよくお引き受けをしていただき
ユーモアに富んだお話の中にも社
会に出てから必要な事柄を分かり
やすくお話をしていただきました。
特に「声を大きく」「必ず挨拶」「清
潔」等繰り返し述べていました。又、
大切なこととして「今、やるべき
ことをする」「ライバルを作る」「お
礼は四回言う。直後、翌日、一週
間後、一ヵ月後」などなど他にも
ありましたが飽きることも全くな
く在校生、先生や協賛会関係者が

【み・らい】で楽しいためになるお
話で一時をすごしました。

　記念事業では初の取組として11月15日から31日までの17日間
OB･現役・教師を含めての書、絵画を中心とした美術展を開催い
たしました。多くの同窓生、関係者に来館いただきましたことに
感謝を申し上げます。
会　　場・アートホール東州館にて
出展名簿
宮本　義満・Ｓ35年卒 岩手県 新象作家協会会員
濱田　秀美・Ｓ31年卒 静岡県 日本清興美術協会会員
石原　博之・Ｓ27年卒 故人
真柄　修一・Ｓ25年卒 滝川市 日展・道展会員　一水会会友
佐藤　泰子・Ｓ31年卒 札幌市 自由美術協会会員
石浜　陽一・Ｓ18年卒 茨城県 写真
山本　美次・Ｓ35年卒 札幌市 無所属
寺腰　精司・美術教諭 深川市 道展会員
笠原　悦子・Ｓ37年卒 北広島市 全道美術協会会友
渡辺　貞之・Ｓ34年卒 深川市 独立美術協会準会員
  全道美術協会会員
石川　宏香・在校生  
三上　貴康・Ｓ55年卒 深川市 書道研究「心華社」会員
大口　　優・Ｓ35年卒 旭川市 道展会友・純生展会員
松田　洋子・Ｓ37年卒 妹背牛町 北海道書道協会所属
巽　　郁夫・元美術教諭 故人
丸木ひさ子・Ｓ50年卒 埼玉県 絵本原画　
  丸木位里・俊美術館管理

開
校
七
十
周
年
記
念
式

　

体
育
館
の
中
は
来
賓
の

方
々
の
他
、
行
政
関
係
者
、

教
育
関
係
者
、
他
関
係
団
体
、

表
彰
者
の
方
々
、
同
窓
生
、

協
賛
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
旧
職
員

の
方
な
ど
大
勢
の
出
席
を
得

て
在
校
生
も
着
席
の
中
、
厳

粛
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
式
典

は
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
物
故

者
に
黙
祷
の
後
、
各
方
面
か

ら
の
ご
祝
辞
を
戴
く
。
山
下
市
長
が
同
窓
生
と
あ
っ
て
在
校
時
の

思
い
出
を
交
え
て
祝
辞
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
各
種
顕
彰
が
終
了

し
て
記
念
式
は
い
よ
い
よ
記
念
演
奏
会
へ
と
入
っ
て
い
く
。
演
奏

も
七
十
周
年
を
祝
う
に
は
素
晴
ら
し
く
良
か
っ
た
が
最
後
の
全
校

生
徒
に
よ
る
記
念
賛
歌
と
し
て
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
合
唱
、
こ
れ
が

又
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
あ
っ
た
。
高
ら
か
な
歌
声
の
中

で
記
念
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

記 念 講 演

木下 博勝 氏

　記念美術展　　卒業生 による 美術展
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【
旧
中
１
期
】

八
十
三
歳
か
ら
の
年
齢
に
な
り
札
幌
中
心
で

時
々
近
況
報
告
と
か
旅
行
会
を
有
志
で
開
催
。

【
旧
中
２
期
（
旧
制
深
中
２
期
会
）】

　

平
成
十
四
年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催

を
取
り
や
め
と
し
た
が
２
～
３
年
ご
と
に
有

志
で
開
催
。

【
旧
中
３
期
（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）】

　

毎
年
開
催
。
17
年
に
は
記
念
誌
を
制
作
。

十
九
年
も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
二
十
年
も

9
月
20
日
札
幌
に
て
開
催
。今
年
も
開
催
予
定
。

【
旧
中
４
期
（
旧
制
深
中
４
期
生
）】

　

平
成
15
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で

同
期
会
。

　

20
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ

れ
あ
い
会
館
）

【
旧
中
５
期
（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）】

　

毎
年
開
催
。
15
年
鎌
倉
16
年
函
館
。
17
年
札

幌
。
18
年
美
唄
。
19
年
六
月
深
川
。
十
月
台
湾

へ
修
学
旅
行
計
画
。
二
十
年
に
は
開
校
七
十
周

年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了
後
開
催
。

【
１
期
】　

　

平
成
6
年
岩
見
沢
市
、
7
年
滝
川
市
、
8

年
幌
新
温
泉
一
泊
、
9
年
箱
根
・
東
京
２
泊
、

10
年
深
川
市
、
11
年
定
山
渓
温
泉
、
12
年
滝

川
、
13
年
岩
見
沢
、
14
年
深
川
、
15
年
札
幌
、

16
年
滝
川
、
17
年
札
幌
開
催
を
最
後
に
中
断

【
２
期
（
旧
深
中
７
期
同
期
会
）】

　

毎
年
秋
に
開
催
。
東
京
、
札
幌
、
深
川
持

ち
回
り
。
12
年
は
卒
業
五
十
年
で
札
幌
、
13

年
は
ホ
タ
ル
館
、
14
年
は
東
京
、
15
年
は
札

幌
、
16
年
は
深
川
。

【
３
期
】　

　

東
京
は
毎
年
開
催
。
札
幌
は
随
時
開
催
。

【
４
期
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）】

　

札
幌
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
十
六
年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉

会
は
一
月
に
開
催
。
十
七
年
は
六
月
札
幌
、

18
年
札
幌
開
催
。
19
年
５
月
定
山
渓
で
卒
業

55
年
で
55
名
参
加
。
20
年
６
月
20
日
札
幌
。

【
５
期
】　

不
定
期
開
催
。

【
６
期
（
西
高
29
会
）】

　

深
川
組
は
毎
年
同
期
で
旅
行
実
施
。
札
幌

勢
は
年
に
６
回
集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回

集
ま
る
。
全
体
で
の
開
催
は
17
年
札
幌
。
20

年
６
月
に
深
川
支
部
開
催
。
二
十
一
年
も
６

月
。
い
ず
れ
も
二
九
会
な
の
で
二
十
九
日
に

開
催
し
て
い
る
。

【
７
期
（
深
西
７
期
同
期
会
）】

　

３
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で
開
催
、

板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は
50
周
年
を

札
幌
に
て
八
月
二
六
日
開
催
五
十
人
参
加
。

満
田
・
津
田
先
生
出
席
す
。
二
十
年
旭
川
。

【
８
期
】　

　

不
定
期
開
催
。
20
年
６
月
札
幌
第
一
ホ
テ

ル
。
二
十
一
年
８
月
深
川
在
住
者
。
９
月
に

は
札
幌
で
開
催
す
る
。

【
９
期
】　

　

10
年
深
川
・
12
年
旭
川
・
14
年
札
幌
・
16

年
北
竜
。

　

18
年
東
京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て

19
年
秋
に
定
山
渓
、
小
樽
を
予
定
。
19
年
三

月
深
川
在
住
者
で
開
催
。

　

20
年
9
月
4
日
深
川
開
催　

ゆ
う
・
ゆ
に

47
名
。
満
田
先
生
出
席
、
お
元
気
で
し
た
。

【
10
期
】

　

５
年
に
１
回
の
開
催

　

十
五
年
６
月
に
45
周
年
記
念
で
北
広
島
で

開
催
。

【
11
期
】　

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
二
十
日
札
幌
70
名
。
18
年
十

月
十
三
日
深
川
で
開
催
。
20
年
札
幌
。

【
12
期
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）】

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
し
た
。

参
加
58
名
。
18
年
開
催
。

【
13
期
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）】

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設 
Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

http://w
w
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h
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g
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/

group/36KAI

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
板

倉
。
深
川
在
住
は
毎
年
開
催
し
た
い
と
言
っ

て
い
る
。
20
年
開
催
。

【
14
期
】　

　

十
六
年
五
月
一
日
還
暦
同
期
会
を
開
催
。

深
川
ホ
テ
ル
。

　

20
年
２
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。

二
十
一
年
九
月
十
三
日
開
催
決
定
。

【
15
期
（
深
西
38
会
）】

　

５
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
。
十
年
は
11
月
、

十
五
年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年
十
月
九
日

開
催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
一
年
度

札
幌
予
定
。

【
16
期
（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）】

　

５
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎
の

開
催
に
し
ま
し
た
。
20
年
９
月
開
催
。

【
17
期
（
高
17
期
同
期
会
）】

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
８
月
15
日
板
倉

で
開
催
。
四
年
に
一
回
。

【
18
期
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）】

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
60
名
。
20
年

十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
決
定
六
十
名
。
東

京
組
は
毎
年
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。
札
幌

組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、
冬
と

開
催
し
て
い
る
。
次
回
は
二
十
二
年
札
幌
開

催
決
定
。

【
19
期
（
深
川
西
高
19
期
卒
業
同
期
会
）】

　

５
年
に
一
回
の
開
催
。
17
年
旭
岳
の
ふ
も
と

湧
駒
別
温
泉
で
開
催
登
山
も
兼
ね
た
。
20
年
は

ゆ
う
・
ゆ
で
還
暦
同
期
会
を
十
月
開
催
。

【
20
期  （
深
川
西
高
第
20
期
同
期
会
）】

　

四
年
に
一
回
の
開
催
で
や
っ
て
ま
す
。

十
二
年
六
十
名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

16

年
は
八
月
に
開
催
し
た
。
20
年
８
月
深
川
で

開
催
。
十
一
月
東
京
組
が
開
催
。

【
21
期
】　

　

十
四
年
八
月
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

十
八
年
８
月
12
日
開
催
。

【
22
期
】　

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。
参
加
60
名

（
日
の
出
）

  

20
年
八
月
札
幌
開
催
。

【
23
期
】　

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札
幌

に
て
開
催
。
出
席
者
八
十
余
名
。

【
24
期
】　

　

十
四
年
札
幌
、十
六
年
六
月
深
川（
日
の
出
）

に
て
開
催
35
名
。 

十
七
年
六
月
札
幌
に
て
連

続
開
催
。
20
年
６
月
ま
あ
ぶ
に
て
開
催
。

【
25
期
】　

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催
。
70
名

参
加
。

【
26
期
（
49
年
卒
業
同
期
会
）】

　

16
年
は
卒
業
三
十
年
で
9
月
18
日
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。

【
27
期
】　

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
74
名
参
加
。

【
28
期
】　

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

十
三
日
板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参

加
あ
り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
二
十
二
年
札

幌
開
催
決
定
。

【
31
期
】　

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

【
34
期
】　

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

【
35
期
】　

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

【
36
期
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）】

   

十
六
年
卒
業
二
十
年
で
一
月
二
日
板
倉
99

名
参
加
。
卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月

に
開
催
。

【
37
期
】   

十
四
年
開
催
。
板
倉
。

【
39
期
】　

   

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参
加
、

四
十
四
名
。

　

事
務
局
で
は
記
載
の
期
以
外
は
把
握
し
て

居
ま
せ
ん
。
き
っ
と
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
し
、
各
期
の

協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
望
み
が
か

な
い
ま
せ
ん
。
情
報
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
よ
り

充
実
し
た
会
報
に
な
る
の
で
す
が
・・・
。
又
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事
の
方
に
は
最
新
の
情

報
を
届
け
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
同
窓
の
夕
べ
の
実
行
委
員
会
が
き
っ
か

け
で
同
期
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
で
す
か
ら
そ
れ
な
り
に
役
に
た
っ
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。

《
参
考
》　

第
一
回　

五
十
三
年　
　

一
八
○
名

　
　
　
　

第
二
回　

五
十
五
年　
　

一
二
二
名

　
　
　
　

第
三
回　

六
十
二
年　
　

一
一
六
名

　
　
　
　

第
四
回　

平
成
十
三
年　

一
二
〇
名

　
　
　
　

こ
の
後
開
催
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
部
長
・
秋
山
義
昭
氏
（
高
十
三
）
現
在
二
十
二
名

　

第
十
七
回
総
会
は
19
年
9
月
29
日
開
催
。
当
番
期

は
四
十
九
年
（
26
）・
五
十
年
（
27
）
卒
業
期
が
担
当

し
ま
し
た
。　

参
加
者
は
71
名
。

　

第
十
八
回
総
会
は
二
一
年
度
の
予
定
で
当
番
期
は

五
一
年
（
28
）・
五
二
年
（
29
）
卒
業
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

支
部
長　

草
原
克
豪
（
12
）

　

副
支
部
長　

堀
口
正
顕
（
10
）

　

幹
事
長　

玄
番
英
臣
（
14
）

　

副
幹
事
長　

関　
　

肇
（
11
） 

鈴
木
大
吉
（
７
）

　

会
計
幹
事　

佐
藤
京
子
（
22
）　　
　
　
　

　

幹　
　

事　

松
尾　

薫
（
16
）  

越
智
真
琴
（
19
）

　
　
　
　
　
　

米
重　

忠
（
20
） 

林　

興
一
（
20
）

　
　
　
　
　
　

川
井
宏
一
（
22
） 

花
岡
裕
之
（
22
）

　
　
　
　
　
　

大
西
晴
樹
（
23
） 

真
鍋
整
充
（
23
）

　
　
　
　
　
　

中
村
欣
也
（
27
）

　

監　
　

査　

杉
村　

豊
（
６
） 

熊
谷
昭
明
（
10
）

　

相
談
役　

村
中
末
隆
（
旧
三
）

　
　
　
　
　
　

舛
岡
敏
幸
（
旧
五
）
富
原
一
郎
（
２
）

　

永
年
北
斗
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
中
山
会

長
（
旧
中
一
）
が
二
十
年
一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
残
念
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
開
学
の
元
を
作
ら

れ
た
大
先
輩
が
相
次
い
で
他
界
さ
れ
て
い
ま
す
。
無

常
は
常
と
判
り
つ
つ
も
無
念
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
二
月
、
第
四
十
六
回
の
滝
川
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
毎
年
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
な
か

な
か
盛
会
。
会
長
出
席
。
滝
川
、
三
浦
華
園
に
て
。

　

二
十
年
八
月
十
日
開
催
の
「
夏
季
研
修
会
」
で
新

役
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

顧　
　

問　
　

大
西
道
祥
・
山
下
貴
史

　
　
　

〃　　
　
　

横
山　

猛
・
後
藤
昭
六

　

会　
　

長　
　

境　

和
一
（
旧
五
）

　

副
会
長　
　

吉
住
敏
夫
（
高
二
）

　
　
　

〃　　
　
　

岩
田
兼
一
（
高
三
）

　

幹
事
長　
　

沼
田
達
雄
（
高
一
）

　

幹
事
長
代
行　

熊
本
智
揮
（
高
五
）

　
　
　

〃　　
　
　

下
道
敏
之
（
高
十
二
）　

　

監　
　

査　
　

高
谷
護
郎
（
高
六
）

　
　
　

〃　　
　
　

水
本
凱
也
（
高
十
二
）

同期会情報

支
部
報
告

旭川支部
総会報告

小樽支部
東京支部
総会開催

同期会情報
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【
旧
中
１
期
】

八
十
三
歳
か
ら
の
年
齢
に
な
り
札
幌
中
心
で

時
々
近
況
報
告
と
か
旅
行
会
を
有
志
で
開
催
。

【
旧
中
２
期
（
旧
制
深
中
２
期
会
）】

　

平
成
十
四
年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催

を
取
り
や
め
と
し
た
が
２
～
３
年
ご
と
に
有

志
で
開
催
。

【
旧
中
３
期
（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）】

　

毎
年
開
催
。
17
年
に
は
記
念
誌
を
制
作
。

十
九
年
も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
二
十
年
も

9
月
20
日
札
幌
に
て
開
催
。今
年
も
開
催
予
定
。

【
旧
中
４
期
（
旧
制
深
中
４
期
生
）】

　

平
成
15
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で

同
期
会
。

　

20
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ

れ
あ
い
会
館
）

【
旧
中
５
期
（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）】

　

毎
年
開
催
。
15
年
鎌
倉
16
年
函
館
。
17
年
札

幌
。
18
年
美
唄
。
19
年
六
月
深
川
。
十
月
台
湾

へ
修
学
旅
行
計
画
。
二
十
年
に
は
開
校
七
十
周

年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了
後
開
催
。

【
１
期
】　

　

平
成
6
年
岩
見
沢
市
、
7
年
滝
川
市
、
8

年
幌
新
温
泉
一
泊
、
9
年
箱
根
・
東
京
２
泊
、

10
年
深
川
市
、
11
年
定
山
渓
温
泉
、
12
年
滝

川
、
13
年
岩
見
沢
、
14
年
深
川
、
15
年
札
幌
、

16
年
滝
川
、
17
年
札
幌
開
催
を
最
後
に
中
断

【
２
期
（
旧
深
中
７
期
同
期
会
）】

　

毎
年
秋
に
開
催
。
東
京
、
札
幌
、
深
川
持

ち
回
り
。
12
年
は
卒
業
五
十
年
で
札
幌
、
13

年
は
ホ
タ
ル
館
、
14
年
は
東
京
、
15
年
は
札

幌
、
16
年
は
深
川
。

【
３
期
】　

　

東
京
は
毎
年
開
催
。
札
幌
は
随
時
開
催
。

【
４
期
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）】

　

札
幌
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
十
六
年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉

会
は
一
月
に
開
催
。
十
七
年
は
六
月
札
幌
、

18
年
札
幌
開
催
。
19
年
５
月
定
山
渓
で
卒
業

55
年
で
55
名
参
加
。
20
年
６
月
20
日
札
幌
。

【
５
期
】　

不
定
期
開
催
。

【
６
期
（
西
高
29
会
）】

　

深
川
組
は
毎
年
同
期
で
旅
行
実
施
。
札
幌

勢
は
年
に
６
回
集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回

集
ま
る
。
全
体
で
の
開
催
は
17
年
札
幌
。
20

年
６
月
に
深
川
支
部
開
催
。
二
十
一
年
も
６

月
。
い
ず
れ
も
二
九
会
な
の
で
二
十
九
日
に

開
催
し
て
い
る
。

【
７
期
（
深
西
７
期
同
期
会
）】

　

３
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で
開
催
、

板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は
50
周
年
を

札
幌
に
て
八
月
二
六
日
開
催
五
十
人
参
加
。

満
田
・
津
田
先
生
出
席
す
。
二
十
年
旭
川
。

【
８
期
】　

　

不
定
期
開
催
。
20
年
６
月
札
幌
第
一
ホ
テ

ル
。
二
十
一
年
８
月
深
川
在
住
者
。
９
月
に

は
札
幌
で
開
催
す
る
。

【
９
期
】　

　

10
年
深
川
・
12
年
旭
川
・
14
年
札
幌
・
16

年
北
竜
。

　

18
年
東
京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て

19
年
秋
に
定
山
渓
、
小
樽
を
予
定
。
19
年
三

月
深
川
在
住
者
で
開
催
。

　

20
年
9
月
4
日
深
川
開
催　

ゆ
う
・
ゆ
に

47
名
。
満
田
先
生
出
席
、
お
元
気
で
し
た
。

【
10
期
】

　

５
年
に
１
回
の
開
催

　

十
五
年
６
月
に
45
周
年
記
念
で
北
広
島
で

開
催
。

【
11
期
】　

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
二
十
日
札
幌
70
名
。
18
年
十

月
十
三
日
深
川
で
開
催
。
20
年
札
幌
。

【
12
期
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）】

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
し
た
。

参
加
58
名
。
18
年
開
催
。

【
13
期
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）】

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設 

Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

http://w
w

w
2.big.or.jp/ ~yyclub/

h
ttp

:/
/

w
w

w
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g
ro

u
p

s.c
o

.jp
/

group/36KAI

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
板

倉
。
深
川
在
住
は
毎
年
開
催
し
た
い
と
言
っ

て
い
る
。
20
年
開
催
。

【
14
期
】　

　

十
六
年
五
月
一
日
還
暦
同
期
会
を
開
催
。

深
川
ホ
テ
ル
。

　

20
年
２
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。

二
十
一
年
九
月
十
三
日
開
催
決
定
。

【
15
期
（
深
西
38
会
）】

　

５
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
。
十
年
は
11
月
、

十
五
年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年
十
月
九
日

開
催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
一
年
度

札
幌
予
定
。

【
16
期
（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）】

　

５
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎
の

開
催
に
し
ま
し
た
。
20
年
９
月
開
催
。

【
17
期
（
高
17
期
同
期
会
）】

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
８
月
15
日
板
倉

で
開
催
。
四
年
に
一
回
。

【
18
期
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）】

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
60
名
。
20
年

十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
決
定
六
十
名
。
東

京
組
は
毎
年
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。
札
幌

組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、
冬
と

開
催
し
て
い
る
。
次
回
は
二
十
二
年
札
幌
開

催
決
定
。

【
19
期
（
深
川
西
高
19
期
卒
業
同
期
会
）】

　

５
年
に
一
回
の
開
催
。
17
年
旭
岳
の
ふ
も
と

湧
駒
別
温
泉
で
開
催
登
山
も
兼
ね
た
。
20
年
は

ゆ
う
・
ゆ
で
還
暦
同
期
会
を
十
月
開
催
。

【
20
期  （
深
川
西
高
第
20
期
同
期
会
）】

　

四
年
に
一
回
の
開
催
で
や
っ
て
ま
す
。

十
二
年
六
十
名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

16

年
は
八
月
に
開
催
し
た
。
20
年
８
月
深
川
で

開
催
。
十
一
月
東
京
組
が
開
催
。

【
21
期
】　

　

十
四
年
八
月
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

十
八
年
８
月
12
日
開
催
。

【
22
期
】　

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。
参
加
60
名

（
日
の
出
）

  

20
年
八
月
札
幌
開
催
。

【
23
期
】　

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札
幌

に
て
開
催
。
出
席
者
八
十
余
名
。

【
24
期
】　

　

十
四
年
札
幌
、十
六
年
六
月
深
川（
日
の
出
）

に
て
開
催
35
名
。 

十
七
年
六
月
札
幌
に
て
連

続
開
催
。
20
年
６
月
ま
あ
ぶ
に
て
開
催
。

【
25
期
】　

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催
。
70
名

参
加
。

【
26
期
（
49
年
卒
業
同
期
会
）】

　

16
年
は
卒
業
三
十
年
で
9
月
18
日
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。

【
27
期
】　

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
74
名
参
加
。

【
28
期
】　

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

十
三
日
板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参

加
あ
り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
二
十
二
年
札

幌
開
催
決
定
。

【
31
期
】　

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

【
34
期
】　

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

【
35
期
】　

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

【
36
期
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）】

   

十
六
年
卒
業
二
十
年
で
一
月
二
日
板
倉
99

名
参
加
。
卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月

に
開
催
。

【
37
期
】   

十
四
年
開
催
。
板
倉
。

【
39
期
】　

   

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参
加
、

四
十
四
名
。

　

事
務
局
で
は
記
載
の
期
以
外
は
把
握
し
て

居
ま
せ
ん
。
き
っ
と
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
し
、
各
期
の

協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
望
み
が
か

な
い
ま
せ
ん
。
情
報
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
よ
り

充
実
し
た
会
報
に
な
る
の
で
す
が
・・・
。
又
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事
の
方
に
は
最
新
の
情

報
を
届
け
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
同
窓
の
夕
べ
の
実
行
委
員
会
が
き
っ
か

け
で
同
期
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
で
す
か
ら
そ
れ
な
り
に
役
に
た
っ
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。

《
参
考
》　

第
一
回　

五
十
三
年　
　

一
八
○
名

　
　
　
　

第
二
回　

五
十
五
年　
　

一
二
二
名

　
　
　
　

第
三
回　

六
十
二
年　
　

一
一
六
名

　
　
　
　

第
四
回　

平
成
十
三
年　

一
二
〇
名

　
　
　
　

こ
の
後
開
催
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
部
長
・
秋
山
義
昭
氏
（
高
十
三
）
現
在
二
十
二
名

　

第
十
七
回
総
会
は
19
年
9
月
29
日
開
催
。
当
番
期

は
四
十
九
年
（
26
）・
五
十
年
（
27
）
卒
業
期
が
担
当

し
ま
し
た
。　

参
加
者
は
71
名
。

　

第
十
八
回
総
会
は
二
一
年
度
の
予
定
で
当
番
期
は

五
一
年
（
28
）・
五
二
年
（
29
）
卒
業
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

支
部
長　

草
原
克
豪
（
12
）

　

副
支
部
長　

堀
口
正
顕
（
10
）

　

幹
事
長　

玄
番
英
臣
（
14
）

　

副
幹
事
長　

関　
　

肇
（
11
） 

鈴
木
大
吉
（
７
）

　

会
計
幹
事　

佐
藤
京
子
（
22
）　　
　
　
　

　

幹　
　

事　

松
尾　

薫
（
16
）  

越
智
真
琴
（
19
）

　
　
　
　
　
　

米
重　

忠
（
20
） 

林　

興
一
（
20
）

　
　
　
　
　
　

川
井
宏
一
（
22
） 

花
岡
裕
之
（
22
）

　
　
　
　
　
　

大
西
晴
樹
（
23
） 

真
鍋
整
充
（
23
）

　
　
　
　
　
　

中
村
欣
也
（
27
）

　

監　
　

査　

杉
村　

豊
（
６
） 

熊
谷
昭
明
（
10
）

　

相
談
役　

村
中
末
隆
（
旧
三
）

　
　
　
　
　
　

舛
岡
敏
幸
（
旧
五
）
富
原
一
郎
（
２
）

　

永
年
北
斗
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
中
山
会

長
（
旧
中
一
）
が
二
十
年
一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
残
念
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
開
学
の
元
を
作
ら

れ
た
大
先
輩
が
相
次
い
で
他
界
さ
れ
て
い
ま
す
。
無

常
は
常
と
判
り
つ
つ
も
無
念
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
二
月
、
第
四
十
六
回
の
滝
川
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
毎
年
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
な
か

な
か
盛
会
。
会
長
出
席
。
滝
川
、
三
浦
華
園
に
て
。

　

二
十
年
八
月
十
日
開
催
の
「
夏
季
研
修
会
」
で
新

役
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

顧　
　

問　
　

大
西
道
祥
・
山
下
貴
史

　
　
　

〃　　
　
　

横
山　

猛
・
後
藤
昭
六

　

会　
　

長　
　

境　

和
一
（
旧
五
）

　

副
会
長　
　

吉
住
敏
夫
（
高
二
）

　
　
　

〃　　
　
　

岩
田
兼
一
（
高
三
）

　

幹
事
長　
　

沼
田
達
雄
（
高
一
）

　

幹
事
長
代
行　

熊
本
智
揮
（
高
五
）

　
　
　

〃　　
　
　

下
道
敏
之
（
高
十
二
）　

　

監　
　

査　
　

高
谷
護
郎
（
高
六
）

　
　
　

〃　　
　
　

水
本
凱
也
（
高
十
二
）

同期会情報

滝川北斗会
総会開催

同期会情報
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コ
ー
ラ
ス
大
会
の
五
十
年
を
記
念
し
て

十
八
年
に
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
添
付
さ
れ
て
い
た
一
文
を
転
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ー
ラ
ス
大
会
の
歴
史
を
た
ど
る
と
二

つ
の
源
に
達
す
る
。
一
つ
は
、
開
校
二
十

周
年
記
念
誌
に
よ
る
と
昭
和
26
年
頃
の
校

歌
作
成
計
画
に
さ
か
の
ぼ
る
。
校
歌
作
成

は
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
生
徒

会
は
校
歌
作
成
委
員
会
を
組
織
し
、
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
生
徒
会
が
一
体
と
な
っ
て
引
き

継
が
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
26
～
27
年
の
２

年
に
わ
た
っ
て
歌
詞
も
曲
も
生
徒
の
手
で

作
り
上
げ
、
皆
で
歌
お
う
と
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
時
校
歌
は
で
き
ず
じ
ま
い
に
終
わ
っ

た
が
、
昭
和
29
年
２
月
頃
佳
作
と
し
て
選

ば
れ
た
『
深
川
西
高
学
生
の
歌
』（
作
詞

は
当
時
の
３
年
生
）
と
後
に
校
歌
に
昇
格

し
た
『
生
徒
会
の
歌
』
を
作
成
し
た
。

　

二
編
の
作
曲
を
手
掛
け
た
の
は
、
当
時

本
校
在
職
の
教
諭
で
あ
っ
た
。
今
も
こ
の

曲
は
共
感
と
情
熱
を
持
っ
て
歌
い
継
が
れ

て
い
る
。
も
う
一
つ
の
源
流
は
『
学
生
の

歌
』
成
立
の
数
年
前
か
ら
「
読
書
会
」
を

設
け
る
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い

て
、
昭
和
29
年
５
月
発
足
の
「
あ
ゆ
み
会
」

が
中
心
と
な
っ
た
「
う
た
ご
え
運
動
」
に

あ
る
。
明
治
図
書
「
学
園
自
治
の
旗
」
に

よ
る
と
、「
昼
休
み
や
放
課
後
、
校
庭
で

青
春
歌
集
記
載
の
明
る
い
健
康
的
な
歌
を

輪
に
な
っ
て
歌
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
そ
れ
が
全
校
コ
ー
ラ
ス
に
な
り
、

毎
年
全
Ｈ
Ｒ
出
場
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
行
事
に
定
着
し
て
い
っ
た
。『
学
生

の
歌
』
成
立
と
、「
あ
ゆ
み
会
」
発
足
と

は
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
出

来
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
こ
こ
に
コ
ー

ラ
ス
大
会
が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
歌

声
の
輪
が
自
然
な
形
で
広
が
る
こ
と
で
、

西
高
コ
ー
ラ
ス
大
会
は
生
ま
れ
、
行
事
に

繰
り
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
31
年
、
第
一
回
コ
ー
ラ
ス
コ
ン

ク
ー
ル
が
生
活
委
員
会
（
今
の
厚
生
委
員

会
）
に
よ
っ
て
音
楽
室
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
32
年
（
第
二
回
目
）
以
後
は
学
芸
委

員
会
の
担
当
と
な
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
の

間
Ｈ
Ｒ
対
抗
の
名
誉
を
懸
け
団
結
を
競
う

場
で
あ
っ
た
。
担
任
教
諭
も
含
め
た
Ｈ
Ｒ

の
ま
と
ま
り
、
練
習
の
参
加
姿
勢
に
苦
慮

し
、
合
唱
の
出
来
映
え
に
一
喜
一
憂
し
勝

敗
に
涙
す
る
様
子
が
毎
年
に
繰
り
返
さ
れ

た
。
だ
が
次
第
に
薄
れ
て
行
く
意
欲
と
自

治
意
識
の
低
下
に
よ
る
問
題
に
直
面
し
、

生
徒
会
活
動
の
立
て
直
し
を
は
か
る
た

め
、
自
主
性
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
た
行
事
の
質
的
向
上
、
上
級
生
の
指
導

力
の
強
化
、
各
Ｈ
Ｒ
、
連
合
内
の
団
結
力

の
強
化
へ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
53
年
、
自
由
曲
二
曲
制
を
や
め
学
年

課
題
曲
を
導
入
。
各
学
年
270
名
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
実
現
で
感
動
を
呼
ん
だ
。
昭
和

54
年
、
会
場
を
市
民
会
館
に
移
す
。
立
派

な
施
設
で
行
う
こ
と
は
、
や
る
気
を
高
め
、

引
き
締
ま
っ
た
気
持
ち
に
さ
せ
行
事
を
充

実
さ
せ
た
。
昭
和
55
年
、
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー

ラ
ス
を
３
学
年
の
課
題
曲
と
す
る
。
原
語

で
歌
う
と
い
う
こ
の
難
曲
を
ど
の
ク
ラ
ス

も
よ
く
こ
な
し
た
。

　

昭
和
56
年
、
３
学
年
課
題
曲
は
前
年
と

同
曲
と
し
、
内
容
の
一
層
の
充
実
を
狙
っ

た
。
成
果
は
こ
の
年
西
校
が
当
番
校
と
す

る
全
道
演
劇
大
会
で
３
学
年
と
音
楽
部
に

よ
る
「
300
名
の
ハ
レ
ル
ヤ
」
と
し
て
参
加

者
に
好
評
を
得
た
。
昭
和
57
年
、
従
来
の

Ｈ
Ｒ
毎
の
発
表
を
一
部
改
め
、
連
合
課
題

曲
を
導
入
し
縦
割
り
に
よ
る
連
合
コ
ー
ラ

ス
と
Ｈ
Ｒ
１
曲
の
現
在
の
形
式
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
各
連
合
に
お
け
る
上
級

生
の
指
導
力
、
連
合
の
団
結
力
の
真
価
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
連
合
課
題
曲

の
導
入
に
よ
り
全
校
コ
ー
ラ
ス
（
800
名
）

が
実
現
し
、
Ｈ
Ｒ
の
勝
敗
を
乗
り
越
え
感

動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
か
ざ
っ
て
い
る
。

　

平
成
９
年
、
伝
統
的
な
西
校
の
三
大
行

事
で
あ
る
コ
ー
ラ
ス
大
会
を
廃
止
す
る
と

い
う
大
き
な
提
案
が
生
徒
会
執
行
部
か
ら

な
さ
れ
た
。
42
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
的
行
事
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ

と
に
な
っ
た
。
提
案
の
理
由
と
し
て
は
、

み
ん
な
で
歌
う
と
い
う
こ
と
が
時
代
の
流

れ
と
共
に
薄
れ
始
め
、「
や
る
気
が
な
い

＝
充
実
し
な
い
」
と
い
う
悪
魔
の
方
程
式

が
完
成
し
、
多
く
の
生
徒
が
嫌
気
を
さ
し

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
校
生
徒
参
加

の
「
コ
ー
ラ
ス
大
会
廃
止
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
全
校
討
論
会
」
を
実
施
し
、
集

会
で
は
活
発
な
意
見
が
出
た
。
こ
の
討
論

会
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

当
時
の
３
年
生
の
大
多
数
が
コ
ー
ラ
ス
大

会
廃
止
の
提
案
に
反
対
し
、
２
年
生
の
会

長
は
「
コ
ー
ラ
ス
大
会
と
は
何
か
、
行
事
・

生
徒
会
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」
な

ど
、
生
徒
会
の
根
本
を
考
え
悩
ん
だ
。
結

論
と
し
て
は
「
や
っ
ぱ
り
行
事
、
生
徒
会

は
生
徒
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
結
論
に

達
す
る
。
最
終
的
に
こ
の
提
案
は
否
決
と

な
る
。「
今
後
、
ど
う
し
た
ら
や
る
気
に

な
る
か
、
充
実
す
る
か
」
と
、
ど
ん
な
時

も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
当
時
の
生
徒
会
長
は
言
っ
て
い
る
。
こ

の
年
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ギ
タ
ー
を

使
っ
た
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
平
成
12

年
、
連
合
曲
が
同
じ
も
の
に
統
一
さ
れ
、

各
連
合
の
特
色
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
平
成
14
年
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

を
５
月
に
実
施
し
た
た
め
、
前
期
中
間
試

験
や
高
体
連
集
約
大
会
が
間
近
で
あ
る
と

い
う
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
練
習
期

間
の
短
縮
に
な
り
、
生
徒
に
は
よ
り
効
率

的
な
仕
上
げ
を
求
め
ら
れ
た
。
平
成
15
年
、

市
民
会
館
改
築
の
た
め
、
本
校
体
育
館
を

会
場
と
し
て
開
催
し
た
。
例
年
よ
り
狭
い

会
場
だ
っ
た
が
手
拍
子
を
す
る
ク
ラ
ス
、

真
面
目
に
歌
う
ク
ラ
ス
な
ど
個
性
が
表
れ

て
い
た
。
平
成
16
年
、
文
化
交
流
ホ
ー
ル

「
み
・
ら
い
」
が
完
成
し
、
新
し
く
設
備

の
整
っ
た
会
場
で
歌
声
を
響
か
せ
、
今
年

の
50
周
年
を
迎
え
る
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

50
年
の
歴
史
を
生
ん
だ
コ
ー
ラ
ス
大
会
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
機
会
に
、「
コ
ー
ラ

ス
大
会
の
あ
ゆ
み
」
を
再
確
認
し
、
今
後

と
も
伝
統
的
な
深
西
の
三
大
行
事
の
一
つ

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　

Ｃ
Ｄ
作
成
委
員  

２
年
３
組 

北
山
晴
香

　

五
十
三
回
コ
ー
ラ
ス
大
会
が
五
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
十
八
歳
の
同
窓
生

が
今
は
七
十
一
歳
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
な
る
ほ
ど
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

年
の
連
合
課
題
曲
は
「
走
る
川
」。
十
二
ク
ラ
ス
の
自
由
曲
発
表
。

　

最
後
の
四
六
二
名
に
よ
る
大
合
唱
は
、
や
は
り
感
動
も
の
で
す
。
近
年
は
「
み
・
ら
い
」

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
会
場
の
条
件
が
良
く
、
聞
く
方
も
発
表
す
る
方
も
感
動
の
中
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
近
年
は
父
兄
も
聞
き
に
き
て
い
ま
す
。
来
年
、
機
会
の

あ
る
方
は
是
非
ど
う
ぞ
。
最
後
の
全
員
の
全
校
コ
ー
ラ
ス
は
同
窓
生
と
し
て
も
是
非
と
も

聞
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。

コ
ー
ラ
ス
大
会
50
年
の
歩
み

長い歴史の積み重ねは

　新しい感動の積み重ね

　　　　　　でもあります。

コーラス
大会

〜 母校報告 〜

　新学年・クラス・連合となって最初の
行事が始まります。コーラス大会のため
に約十日間という短い期間の中で、各ク
ラス・連合ともに、朝や放課後などを使
い練習をしてきました。今日は練習の成
果を存分に発揮してください。一年生は
二、三年生に負けないように頑張ってく
ださい。二年生は一年生のお手本にとな
るように、又、三年生を超えるように頑
張ってください。そして、三年生。三年
生にとっては最後のコーラス大会です。
悔いの残らないように全力で歌い、又、
三年生の歌声を「み・らい」に響かせて
ください。
　最後に、今日コーラス大会に足を運ん
でくださった保護者の方々、そして、地
域の方々、本当にありがとうございます。
今日は楽しんでいってください。

（53回大会パンフレットより抜粋）

 咲け！ 深西コーラス！

生徒会長　太田　侑輝  
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7
月
6
日
学
校
祭
2
日
目
の
夜
を
想
像

し
て
い
ま
す
。
音
江
山
が
深
い
藍
色
に
変

わ
り
、
長
い
歴
史
の
中
の
一
瞬
、
迫
り
来

る
闇
が
炎
に
輝
く
時
、
き
っ
と
学
校
祭
は

最
終
章
を
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に

は
紅
蓮
の
炎
み
つ
め
る
「
ひ
と
」
が
い
ま

す
。「
ひ
と
」は
す
っ
か
り
た
そ
が
れ
た
中
、

準
備
が
始
ま
っ
た
日
か
ら
の
で
き
ご
と
に

想
い
を
馳
せ
、
自
分
の
い
た
場
所
と
時
間

を
振
り
返
る
。
夢
中
に
な
り
追
い
か
け
た

時
間
を
惜
し
む
時
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
学
校

祭
と
い
う
名
の
青
春
が
、
思
い
出
と
し
て

心
に
刻
ま
れ
ま
す
。

　

西
高
の
草
創
期
に
は
、
学
校
祭
な
る
も

の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
学

ん
だ
「
ひ
と
」
は
、
庭
に
木
を
植
え
、
後

輩
が
こ
の
木
陰
で
い
そ
し
む
姿
を
夢
見
つ

つ
、流
し
た
汗
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

時
が
経
ち
、
そ
の
木
は
成
長
し
学
校
と
そ

の
「
ひ
と
」
た
ち
の
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
西
高
で
学
ぶ
君
た
ち
が
、
後
輩
に

何
を
夢
見
て
未
来
を
託
し
汗
を
か
く
か
を

自
問
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ち
ょ

う
ど
60
回
目
の
夏
、
71
年
目
の
深
川
西
高

校
だ
か
ら
。

　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
西
高
で
過
ご
し
た

「
ひ
と
」
た
ち
の
夏
と
同
じ
よ
う
に
、
今

を
生
き
て
い
る
君
た
ち
は
、
未
来
へ
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
必
然
に
気
付
く
は
ず

で
す
。

　

そ
ん
な
想
い
を
込
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

結
集
さ
せ
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
学
校
祭

を
創
り
上
げ
よ
う
。
自
分
と
仲
間
の
思
い

出
と
、
そ
し
て
未
来
の
た
め
に
・
・
・
。

（
第
60
回
学
校
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り　

　

須
藤
校
長
・
記
）

　

学
校
祭
は
演
劇
と
行
灯
と
バ
ザ
ー
が
主

な
行
事
で
す
。
１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
組

別
の
縦
の
連
合
で
争
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
先
輩
と
後
輩
の
結
び
つ
き
が

強
く
な
る
の
は
伝
統
的
な
も
の
で
、
部
活

動
以
外
で
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
行
灯
は
組
別
で

12
ク
ラ
ス
で
争
わ
れ
ま
す
。
演
劇
は
二
日

間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
中
身
の
濃
い
上
演

が
展
開
し
ま
す
。
コ
ー
ラ
ス
大
会
同
様
長

年
続
い
て
い
る
重
要
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
会
企
画
の
軽
い
の
り
の
時
間
と

吹
奏
楽
の
演
奏
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
展
示

は
美
術
・
写
真
・
茶
華
道
。
昔
の
よ
う
な

ク
ラ
ブ
展
示
は
少
な
く
な
り
隔
世
の
感
は

あ
り
ま
す
が
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
し
ょ

う
。
昔
と
違
っ
て
土
曜
日
は
休
み
で
、
放

課
後
の
自
由
度
も
制
約
が
あ
り
ゆ
と
り
が

あ
り
そ
う
で
な
い
の
が
実
情
で
す
。
若
さ

は
じ
け
る
あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
で
し

た
。
ち
な
み
に
バ
ザ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
は
今

年
は
22
種
類
で
し
た
。

　

行
灯
は
昔
と
違
っ
て
沼
田
の
夜
高
行
灯

の
影
響
も
あ
っ
て
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
発
色
が
い
い
で
す
ね
。
テ
ー
マ
は
昔

と
違
っ
て
軽
い
の
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
園
公
園
ま
で
の
行
進
や
応
援
合
戦
。
夕

闇
せ
ま
る
公
園
か
ら
の
帰
り
は
灯
り
が
入

り
美
し
い
行
灯
と
な
り
ま
す
。

　

楽
し
い
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
も
昔
と

大
き
く
違
っ
て
次
か
ら
次
へ
と
投
げ
込
ん

で
な
ど
と
言
う
こ
と
は
簡
単
に
は
出
来

ず
、燃
や
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

環
境
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
燃
や
す
こ
と

自
体
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
燃

や
す
も
の
も
分
別
を
し
て
、
燃
や
せ
な
い

物
、
燃
や
せ
る
物
と
分
け
て
投
げ
込
ま
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
燃
や
せ
な
い
も
の

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
過
去
と
は
ス

ケ
ー
ル
も
随
分
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

代
わ
り
花
火
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
暑
い
夏
は
こ
の
行
事
で
終
了

で
す
。

〔陸上競技部〕
男子 100m 2位 齋藤悠也（2年）
 200m 優勝 齋藤悠也（2年）
  4位 小西泰主（3年）
 400m 優勝 小西泰主（3年）
  6位 堀米雅樹（3年）
 80Om 6位 堀米雅樹（3年）
 100mh 2位 山上忠志（2年）
 走幅跳 優勝 齋藤悠也（2年）
 円盤投 3位 安村啓汰（3年）
 やり投 6位 長谷克也（2年）
女子 200m 3位 大鍔ひとみ（2年）
 400m 優勝 大鍔ひとみ（2年）
 800m 優勝 沼田ゆきこ（2年）
 1500m 2位 沼田ゆきこ（2年）
 100mh 3位 濱野亜里紗（2年）
 走幅跳 優勝 濱野亜里紗（2年）
 砲丸投 3位 竹原万智（3年）
 円盤投 2位 竹原万智（3年）
 やり投 5位 好川沙希（2年）
男子 4×100mR
  3位 浅田克将（2年）･齋藤悠也（2年）
   伊東輝直（2年）･小西泰主（3年）
 4×400mR
  3位 小西泰主（3年）･齋藤悠也（2年）
   浅田克将（2年）･堀米雅樹（3年）
女子 4×100mR
  3位 玉置恵美（3年）･大鍔ひとみ（2年）
   好川沙希（2年）･濱野亜里紗（2年）
 4×400mR
  2位 濱野亜里紗（2年）･大鍔ひとみ（2年）
   好川沙希（2年）･沼田ゆきこ（2年）

〔バドミントン部〕
男子 団体 2位
女子 団体 優勝
男子 シングルス 3位 横井光（3年）
 ダブルス 3位 横井光（3年）･金森拓也（3年）
女子 シングルス 優勝 本田恵利奈（1年）
  2位 安藤理奈（1年）
  3位 山田唯衣（2年）
女子 ダブルス 優勝 安藤理奈（1年）･本田恵利奈（1年）
  2位 山田唯衣（2年）･五十嵐七海（2年）

〔女子バレーボール部〕
  2位

〔卓球部〕
男子 団体 優勝
男子 シングルス 2位 中村聡宏（3年）

〔柔道部〕
男子 -81kg級 6位 坂谷内憲之（3年）

一年生の本田恵利奈さんが「２００９近畿まほろば総体」
（8月1日～大阪市）のバドミントン女子シングルスに出
場する事になりました。
健闘を祈って大西会長よ
り祝金を贈りました。
本田さんは井上健一監督
のもと初の全国大会に向
けて毎日部員と熱い練習
に励んでいます。

60
回
目
の
夏

　
　
～
そ
し
て
未
来
へ

テ
ー
マ 

～
60
年
の
時
を
経
て   

今
、蘇
る
４
つ
の
伝
説
～

 

7
月
4
日（
土
）　
演
劇
・
展
示
・
ア
ピ
ー
ル
・
バ
ザ
ー

 

7
月
5
日（
日
）　
演
劇
・
展
示
・
バ
ザ
ー
・
行
灯

平成21年度   高体連空知支部大会等結果一覧
（全道大会出場一覧）

 期待の一年生がインターハイ出場

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
（
２
０
０
６
．
７
）

学校祭
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今
年
の
三
月
に
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
全
体
の
九
割
を
占
め
る
自
然
林
の
ほ

と
ん
ど
が
樺
の
樹
の
よ
う
で
す
。
環
境
重

視
の
世
界
の
流
れ
の
中
で
森
林
は
守
る
べ

き
も
の
と
の
流
れ
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま

す
。
未
来
の
同
窓
生
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

も
大
事
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
開
校
七
十
年
の
同
窓
会
事
業
と
し
て

桜
を
植
樹
し
ま
し
た
が
こ
の
機
会
に
是
非

植
樹
地
の
維
持
に
協
力
し
て
頂
い
て
、
同

窓
会
林
全
体
を
眺
め
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
す
ぐ
側
に
あ
る
湧
雲
の
白
樺
も
道

路
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
有
り
大
き
く
て

立
派
な
も
の
で
す
か
ら
是
非
一
度
見
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
事
務
局
と
し
て

は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
突
然
ポ
ッ
と
来
て

も
現
地
が
分
か
る
よ
う
に
看
板
を
立
て
て

い
ま
す
。
イ
ル
ム
ケ
ッ
プ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

は
車
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
沖
里
河

山
に
は
市
内
は
も
と
よ
り
大
雪
連
峰
、
暑

寒
連
峰
、
秀
峰
・
芦
別
岳
な
ど
が
一
望
で

き
る
展
望
台
が
あ
り
ま
す
の

で
行
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

  【
前
庭
の
現
状
】

　

▼
一
昨
年
前
庭
に
２
本
の
ユ
リ
ノ
キ
を

補
植
し
ま
し
た
。
干
ば
つ
に
も
負
け
ず
に

何
と
か
根
付
い
た
よ
う
で
す
。
今
春
も
元

気
な
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
一
段

と
延
び
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
花
が
咲

く
の
が
い
つ
ご
ろ
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

楽
し
み
に
待
ち
た
い
も
の
で
す
。

　

▼
こ
こ
数
年
間
の
相
次
ぐ
強
風
で
白
樺

や
桜
等
の
老
齢
木
は
幸
い
人
的
被
害
や
建

物
に
対
す
る
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
相

次
い
で
倒
木
と
な
り
、
中
に
は
近
隣
住
宅

へ
の
被
害
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
年
度

別
に
順
次
更
新
し
て
い
く
作
業
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
道
道
の
通
行
車
両
か

ら
の
騒
音
や
夏
の
日
照
か
ら
の
緩
和
、
精

神
的
、
視
覚
的
に
も
緑
豊
か
な
教
育
環
境

が
必
要
で
す
。
校
歌
の
歌
詞
に
は
「
正
義

に
白
き
白
樺
は　

自
由
の
空
に
そ
そ
り
た

つ
」と
歌
わ
れ
欠
か
せ
な
い
樹
木
で
す
が
、

現
在
は
補
植
も
し
て
い
な
い
の
で
先
々
は

な
く
な
り
そ
う
で
す
。
今
後
は
補
植
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。　

　

第
十
三
回
「
同
窓
の
夕
べ
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

 

日
時 

平
成
二
十
一
年
九
月
十
二
日
（
土
）

 
 

開
演　

午
後
六
時
（
吹
奏
楽
部
の
演
奏
）

 
 

開
会　

午
後
六
時
半

 

会
場　

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
（
深
川
市
三
条
六
番
）

 

会
費　

二
、〇
〇
〇
円

　

実
行
委
員
会
は
十
二
期
、
二
十
二
期
、
三
十
二
期
、
四
十
二
期
、
五
十
二
期
が
担

当
で
す
。
実
行
委
員
長
は
十
二
期
の
板
倉
克
宏
さ
ん
で
す
。

　

二
百
余
名
の
参
加
者
に
な
り
そ
う
で
す
。
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
は
同
窓
生
に
と
っ

て
楽
し
い
一
時
の
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。
前
回
か
ら
ダ
ー
ビ
ー
が
ビ
ン
ゴ
に
変
わ

り
ま
し
た
。
他
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
沢
山
用
意
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
美
味
し

い
豪
華
な
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
初
秋
の
一
時
を
す
ご
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

特
に
未
参
加
の
方
、
又
、
遠
方
の
方
で
も
都
合
が

付
き
ま
し
た
ら
こ
の
日
に
日
程
を
合
わ
せ
て
参
加

し
て
戴
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

同
窓
の
夕
べ
　
報
告
　
　
　

　

第
一
回 

平
成　

八
年
八
月
十
四
日  

参
加 

三
五
〇
余
名

　

第
二
回 

平
成　

九
年
八
月
十
四
日 

参
加 

二
〇
〇
余
名

　

第
三
回 

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日 

参
加 

二
二
〇
余
名

　
　

次
回
か
ら
開
催
日
を
九
月
第
二
土
曜
日
に
固
定
す
る
事
に
決
定
す
る

　

第
四
回 
平
成
十
二
年
九
月　

九
日 

参
加 

一
七
六
名

　

第
五
回 

平
成
十
三
年
九
月　

八
日 

参
加 

一
五
五
名

　

第
六
回 

平
成
十
四
年
九
月　

七
日 

参
加 

二
二
〇
余
名

　

第
七
回 

平
成
十
五
年
九
月
十
一
日 

参
加 

二
〇
〇
余
名

　

第
八
回 

平
成
十
六
年
九
月
十
一
日 

参
加 

二
二
〇
余
名

　

第
九
回 

平
成
十
七
年
九
月
十
六
日 

参
加 

一
八
〇
余
名

　

第
十
回 

平
成
十
八
年
九
月　

九
日 
参
加 

二
三
九
名

　

第
十
一
回 

平
成
十
九
年
九
月　

八
日 
参
加 

二
二
〇
名

　

第
十
二
回 

平
成
二
十
年
九
月
十
三
日 

参
加 
二
一
〇
名　

同
窓
会
林
・

湧
雲
の
白
樺
‥　

今
年
度
の
現
状

芽生え

昔、心和ませた桜・・・。
役目を終えた切り株に
今、桜の若木が育っています
これから花咲く後輩たちが
先輩に守り育てられる象徴のように
前庭に存在しています

修練道場跡

湧
雲
の
白
樺

同
窓
の
夕
べ

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

吹奏楽を聴きながら（2008.9） 楽しく抽選会

昨年の締め
板倉克宏実行委員長
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　以前から学内で制服の制度を
取り入れることの検討がなされ
ていた。
　21年度の新入生より実施され
ることとなった。

　十数年前作成した校歌のＣＤも在
庫が底をつき21年度中に追加作成
する事となった。
　旧バージョンは旧中の校歌が組み
込まれていないために大変ご迷惑を
おかけしましたが、今回はしっかり
と挿入いたしました。写真も若干入
れ替えをして盤も８㎝から12㎝に
変更をいたしました。来春の卒業生
から順次記念品として贈呈できる事
になりました。
　又、同窓生の皆さんの中で入手希
望の方が居られましたら郵便振込に
てお申込いただければ送料込みの千
円にて頒布いたします。

　本校の最初の記念誌である「創立20周年記念誌」が昭和33年９月６日に発行さ
れました。推測ですが11回生の後期役員の紹介が掲載されていますので13回生ま
では所蔵している方がいるかも知れませんが以降については目に触れた方もないよ
うに思います。
　今回、同窓会会報「湧雲」を全会員へ発送するにあたって復刻版の頒布事業をお
知らせいたします。20周年記念事業協賛会と生徒会とが編集委員となって編纂発行
されたもので現存する部数も少なく資料としても貴重なものと考え、今回復刻版の
発行に至りました。作成に当っては旧中４回生の前
田正太郎氏所蔵の記念誌を提供いただき再販にこぎ
つけました。今回、100部を作成しました。少々高
めになりますが部数が少ないのでご了解を願います。
　50年前の記録に目を通してみませんか？

　（B5判 102ページ）　
　 　　頒布価格・郵送料込み　　1,900 円
　先着順に順次発送いたします。
　尚、申込が百部を超えるなどの場合は増刷の関係
から送付が遅れる場合もございます。

　次回、開校八十年周年記念を迎えるま
でには同窓生のお手元にある在校当時の
資料を収集したいと考えています。年数
を経てくると貴重な資料も散逸して確保
が困難になるからです。ご提供いただけ
るものがあれば是非お願いいたしたいと
思います。お借りできるものはコピーを
してお返しいたします。
　中でも学校祭やコーラス大会などの行
事のプログラム、各クラブや部活の機関
紙などです。特に文芸クラブの「うまご
やし」などがあると良いですね。

　六十年記念誌、七十年記念誌などに資
料の明細が出ていますので参考にしてい
ただければ幸いです。どんなものでも構
いませんのでお手元に資料がありました
ら是非ともご協力をお願いいたします。

◆北海道深川西高等学校制服

●正装
　男子が濃紺の詰襟学生服
　女子はセーラージャケット

●夏期指定略装
　男女とも長袖か半袖の
　　　　　　　ポロシャツ
オプションとして夏素材のスラッ
クス、スカートがあります。

●オプション
　夏用スラックス
　夏用スカート
　カーディガン(紺)
　ニットベスト(紺･白)
　女子用スラックス
　スパッツ

資料収集のお願い

創立20周年記念誌・復刻版頒布のお知らせ校歌・学生の歌・
逍遥歌のＣＤ新規作成

↓  こちらへ郵便振込にてお申し込み下さい  ↓
口座番号：０２７７０‐ ２‐ ４５４３５　　加入者名：北海道深川西高等学校同窓会

● 同封の振込用紙は会報発行協力金専用です。この振込用紙では入金できません。
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▼
過
去
「
同
窓
の
ゆ
う
べ
」
の
前

売
券
の
配
布
時
に
併
せ
て
同
時
発
行

し
て
い
た
同
窓
会
便
り
は
一
昨
年
か

ら
夕
べ
開
催
時
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

在
校
生
の
活
躍
を
お
知
ら
せ
す
る
の

で
「
夕
べ
」
で
配
布
す
る
方
が
詳
し

く
報
告
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
身
近
な
会
員
に

し
か
行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
が
無
念

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
同
窓
生

全
員
に
配
送
し
て
模
様
眺
め
が
出
来

ま
す
。
今
、
希
望
者
に
配
信
出
来
る

ス
タ
ー
ト
台
に
立
っ
て
い
ま
す
。
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
、
心
痛
む
こ
と
な
の
で
す
が

同
窓
の
動
向
や
在
校
生
の
活
躍
が
幾

ら
か
で
も
同
窓
生
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
な
？
と
い
う
疑
問
で
す
。

　

▼
各
期
の
動
向
や
支
部
の
動
き
に

も
っ
と
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
事
務
局
の
あ
り
方

を
見
直
し
若
い
世
代
の
情
報
収
集
に

つ
と
め
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
若
い

世
代
を
事
務
局
員
に
迎
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
は

言
え
、
皆
さ
ん
に
は
同
期
会
の
開
催

内
容
や
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
お
持

ち
の
会
員
の
方
は
事
務
局
連
絡
先
ま

で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
お
願
い

し
ま
す
。（
昨
年
と
同
文
を
再
掲
）

　

▼
昨
年
は
過
ご
し
や
す
い
夏
で
し

た
。
雪
解
け
の
早
さ
に
驚
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
異
常
に
早
い
桜
の
開
花
で
出

来
秋
も
心
配
し
ま
し
た
が
ま
ず
ま
ず

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
並
の
気
候
で
来
て
い
ま

し
た
が
六
月
の
天
候
不
順
、
七
月
の
日

照
不
足
に
夏
ら
し
い
夏
を
体
験
し
て
い

ま
せ
ん
。
七
月
の
半
ば
を
過
ぎ
て
も
海

水
浴
の
話
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
長
い
人
生
色
々
の
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
油
断
出
来
ま
せ
ん
ね
。

　

▼
全
国
各
地
で
移
住
定
住
へ
の
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

定
年
後
、
元
気
な
う
ち
に
ふ
る
さ
と

へ
帰
っ
て
定
住
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
る
方
是
非
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
戻
っ
て
来
れ
そ
う
な
人
が
い
た

ら
大
歓
迎
し
ま
す
よ
。

　

▼
こ
れ
ま
で
同
窓
生
関
係
者
の
書

籍
等
の
収
集
が
少
な
く
同
窓
の
部
屋

の
開
設
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
す
。
多
く
の
先
輩
が
各
分
野

で
活
躍
し
た
足
跡
を
同
窓
の
部
屋
に

一
括
し
て
収
蔵
す
る
こ
と
が
出
来
た

ら
…
と
思
っ
て
居
ま
す
が
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
実
現
す
る
こ
と
や
ら
。（
例

年
の
独
り
言
）

　

▼
深
川
市
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
深

ナ
ビ
」
に
同
窓
会
の
動
き
を
モ
ー
ル

情
報
と
し
て
Ｕ
Ｐ
し
て
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
追
加
情
報
は
載
せ
て
い
ま
せ

ん
が
会
報
の
発
行
を
機
に
更
新
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、「
深
ナ
ビ
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
深
川
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

入
る
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
検
索
窓

で
「
深
ナ
ビ
」
と
打
ち
込
む
と
出
て

き
ま
す
。

　

▼
古
い
情
報
や
過
去
の
記
事
な
ど

重
複
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が

初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
再
度
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　

▼
歴
史
は
ど
ん
ど
ん
と
積
み
重

な
っ
て
い
き
ま
す
。
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
実
感
と
し
て
わ
か
る
よ
う
な
年
齢

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
古
い
こ
と
が

懐
か
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
記
録
が
残
さ
れ
な
が
ら
い
つ

ま
で
も
会
報
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
…
。　
　
　
　
　
（
記
・
溝
口
）

津
田
恭
衞
前
会
長
死
去

　

滝
井 
肇
氏
か
ら
会
長
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
以
来

4
年
間
に
渉
り
同
窓
会
の
発
展
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
津

田
恭
衞
前
会
長
が
6
月
28
日
急
性
肺
炎
の
為
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
80
歳

で
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
大
変
お
元
気
で
ご
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
日
々
深
川

市
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、
又
、
開
校
70
周
年
記
念
に
は
協
賛
会
の
会
長
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
の
中
で
は
桜
の
咲
く
学
校
林
で
80
年
を

開
催
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
残
念
で
す
が
夢
か
な
わ
ず
他

界
の
極
み
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　   同窓会ホームページ
 http://mypage.fukanavi.com/nishikou/
　　   同窓会紹介
　　　深川地域ナビ「深ナビ」でのモール情報にアップしています。
 http://mypage.fukanavi.com/
 　　　から入って、ジャンルの教育・学校・高校
　　   西高校の紹介ネット
  http://yubitoma.sphere.ne.jp/　　現在登録者400名

桜
花
爛
漫
・
記
念
碑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介

　同期会の開催をお考えの皆様、宛名シールやリストを
有料にて提供しております。
　必要の方は、下記までご連絡ください。
〒074-0001　北海道深川市一条6番18号
　　　　　　　㈱深川地方卸売市場　溝口　信義 
FAX 0164-22-2162　E-MAIL mizonobu@nifty.com
　　※ご連絡は、FAXまたはメールでお願いいたします。

ど
ろ
や
な
ぎ

（
編
集
後
記
）

同
期
会
の
開
催 

を

　
お
考
え 

の 

皆
様
へ 


